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広島体育学研究　第 43 巻　平成 29 年３月

43 2016 29

平成 28 年度広島体育学会
研究発表例会・奨励賞授与式及び講演会

◆　日時：平成 28 年 11 月 26 日（土）　13：45～17：00
◆　場所：広島修道大学　8 号館 1 階まなびホール
◆　13：45～　　開会挨拶

◆　13：45～14：30　一般研究発表　（発表時間 10 分，質疑応答 5 分）　
　　座長：鬼塚純玲（広島大学大学院総合科学研究科）
　　１．「筋疲労に伴う Ca2+ 放出チャネルの機能低下に及ぼすカルスタビンの影響」
　　　○相原 千尋，渡邊 大輝，和田 正信（広島大学大学院総合科学研究科）
　　２．「クーリングベストを用いた身体冷却が暑熱環境下の運動パフォーマンスに及ぼす影響」
　　　○竹島 佳佑，長谷川 博（広島大学大学院総合科学研究科）
　　３．「試合と練習におけるアスリートの心理的プレッシャーについて」
　　　○遠藤 拓哉，来間 千晶，関矢 寛史
　　　（広島大学大学院総合科学研究科）

【休憩 5 分】
◆　14：35～15：20　話題提供　（発表時間 10 分，質疑応答 5 分）
　　座長：長谷川博（広島大学大学院総合科学研究科）
　　１．「競技中における『気持ちが切れた』現象とは？－質的・量的手法からのアプローチ－」
　　　○来間 千晶（広島大学大学院総合科学研究科）
　　２．「低頻度疲労とは」
　　　○和田 正信（広島大学大学院総合科学研究科）
　　３．「産学官連携によるコンディショニング＆リカバリー戦略プロジェクト」
　　　○長谷川 博（広島大学大学院総合科学研究科）

【休憩 10 分】
◆　15：30～16：15　特別講演　
　　座長：柳川和優（広島経済大学）
　　演者：下野 智史（三菱レイヨン株式会社 ゴルフシャフト部）
　　演題：最適ゴルフシャフト選定システムの開発

【休憩 5 分】
◆　16：20～16：50　平成 27 年度広島体育学会奨励賞授与式及び講演
　　論文名：野球の守備練習における継続時間が生体負担度と捕球・送球の正確性に及ぼす影響
　　著　者：森木吾郎，黒川隆志，西山健太，明石啓太，大塚道太，足立達也
　　掲載誌：体育学研究，60（2）：603-616，2015
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